
[武蔵国分（僧）寺跡（府中市）]探訪レポート

（インターネットより引用）



武蔵国分寺（僧寺）の発掘調査現場



中門跡から金堂跡、講堂跡方向を見る



中門跡を示す



金堂跡



金堂跡



金堂跡の史跡指定碑



金堂跡その後方が講堂跡



金堂跡その後方が講堂跡



講堂跡



鐘楼跡







七重塔跡







　『この不思議な土台は、地元の方々がここに国分寺跡の碑を立てるつもりで作ったものなのですが、国指定史跡ということで自由に碑などを作ることが許されないことがあとで分かり、やむなく中断したもの。』



（インターネットより借用）





武蔵国分寺（僧寺）跡から楼門、現国分寺（万葉植物園）方向へ進む





楼門



「江戸時代の建築様式をよくとどめている」とある

禅宗様の花頭窓、桟唐戸が付いている



柱の上下部を僅かに削った粽、礎石と柱の間に石製の礎盤が入った禅宗様になっている

垂木は平行垂木であった





大仏様の挿肘木が使われている



禅宗様の特徴である台輪が廻っている



中備は珍しい卍形を彫り込んだ板蛙股

柱上の組物は出組



現国分寺（万葉植物園）



薬師堂へ向かう仁王門



仁王門





南北朝時代の材が転用されているとのこと









中間柱の組物は平三斗、中備は撥束（ばちづか）





一風変わった大瓶束



藁座と板唐戸



藁座と板唐戸



振り返るとこの軸線の方向が武蔵国分寺（僧寺）跡になる



正面が武蔵国分寺（僧寺）跡方向



薬師堂方向を見る





仁王門、薬師堂範囲が「北方建物」という括りになっている





薬師堂



右が「かねつき堂」



江戸時代再建





側面





連子窓が付いている



榑縁（くれえん）



柱上部の粽と平三斗の組物



台輪が廻っている





中備は本蛙股



一風変わった擬宝珠



土師竪穴住居跡

土師器が出土したことから、土師器を使用した時代の意味で「土師竪穴住居跡」の名称となったとのこと





http://homepage3.nifty.com/osuzume/musashi/index.htm

http://www.asahi-net.or.jp/~ab9t-ymh/touzando-m/kokubunji21.html

http://hya34.sakura.ne.jp/tamahoumenn/musasikokubunnzi/musasikokubunnzi.html
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武蔵国分寺跡資料館
http://www.city.kokubunji.tokyo.jp/shisetsu/1733/009819.html

http://www.city.kokubunji.tokyo.jp/shisetsu/1733/009819.html


http://kkubota.cool.ne.jp/musashi.htm

http://kkubota.cool.ne.jp/musashi.htm

